
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

令和７(2025)年度人権に関する作品コンクール  
イラストの部  入賞作品  

『小さな段差、大きな障壁』  
宇都宮文星女子高等学校  寺上  結 さん 

第４章 
 
高等学校・特別支援学校の指導事例 
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本時の目標 

生かしたい生徒 

人権教育の視点 

指導事例の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の男女の家事・育児分担を考える活動をとおして、女性の人権に目を向け、日常生活における

人権への配慮が態度や行動につながることを目指します。さらに次の発達段階である成人の目標につ

なげていくために、「家事・育児のシミュレーション」を行い、家庭生活における男女格差という女

性の人権課題を意識させます。自らがもつ人権意識を振り返り、男女が互いに協力して家事・育児に

取り組むことの当事者意識を喚起させると同時に、「家事・育児のシミュレーション」をきっかけに、

様々な女性の人権問題へ視野を広げ、日常生活における人権への配慮、態度や行動につながる人権意

識を高め、人権尊重社会の形成者として必要な資質や能力を養います。 

（人権課題） 

女性 
赤ちゃんとの生活から、男女の家事・育児の分担を考えよう 

共働き家庭が主流となり、育児介護休業法の改正に伴い、産後パパ育休（出生時育児休業）制度

が創設され、若い世代を中心に育児休業を取得する男性も増えています。一方で、性別役割分担意

識は根強く残り、家事・育児を担う女性は多く、夫婦の家事時間を比べると圧倒的に女性が担って

いる時間が多いのが現状です。 

今回の授業では、男女の家事・育児の分担を考える活動をとおして、どのようにしたら家事・育

児の男女格差をなくせるか考えます。そして、自らがもつ人権意識を見直し、日常生活における女

性の人権に配慮し、家庭生活を担う一員として互いに協力して家事・育児に取り組む意欲や実践力

を養います。 

人権教育の目標を踏まえた次の発達段階につなげるポイント 

・ 新生児が生まれた夫婦を想定し、男女が協力して家事・育児を行うシミュレーションをとおして、

固定的な性別役割分担意識にとらわれない家庭生活を考える。 

・ どのようにして家事・育児の男女格差をなくせるか考え、協力して家事・育児に取り組もうとする。 

（実践力） 

・ 生徒 A は、家庭では家事を進んで行っており、学級内では周囲の意見を尊重しつつ、自分の意見を

しっかり述べる様子が見られる。今回の授業では、この生徒のよさを生かして、生徒達から多様な意

見を引き出すことで、家事の楽しさややりがいを学級全体に波及させ、男女が協力して家事・育児を

行う態度を身に付けさせたい。 
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補助教材・補助資料等 

特別支援教育の視点を

踏まえた支援 

展 開 
 

 

 

 

  

 

・ワークシート①・②（生徒の実態に応じてアレンジ可） 

 
学習活動 

・指導上の留意点 

◎人権教育上の配慮 
資料・準備物 

導

入 

１ 学習課題を確認する。 ・２人１組になるよう指示す
る。 

 
◎可能な限り、ペアが男女 1 人

ずつになるよう計画する。 
 

・ワークシート
① 
 

展

開 

2  赤ちゃんのお世話で
必要なことを書き出し
て検討し、確認する。 

 
 
 
 
 
 
3  赤ちゃんの生活に合

わせて、いつだれが赤
ちゃんのお世話をする
か、家事を行うか考え
る。 

 
 
4  男女のどちらかに偏

っていないか、偏って
いた場合、どこを改善
するかを考える。 

・赤ちゃんが泣いている理由を
見て、必要なお世話を 2 人で
考えるよう声かけする。 

・自分が赤ちゃんだったころに
自分を育ててくれた人がど
のようなことをしてくれた
かを伝え、考えるヒントを与
える。 

 
・夫もしくは妻のどちらかを担

当し、それぞれがお世話と家
事をどう分担するかを考え、
具体例を元に時系列で書く
よう説明する。 

 
 
・偏りがあった場合、どちらが

対応するかを考え直し、改善
するよう指示する。 

 
◎性別役割分担について説明

し、それぞれの生徒がやるべ
きことを考えさせることを
とおして、よりよい家事・育
児の分担や家庭生活の充実
に努めようとする態度を育
成する。（実践力） 

 

・ワークシート
② 
「赤ちゃんと
の生活シミュ
レーションシ
ート」 

ふ 

り 

か 

え 

り 

5 授業をとおして気付 
いたことや考えたこ
と、これからの自分の
生活に生かしていきた
いこと等をまとめる。 

・赤ちゃんのお世話は思って 
いた以上にやることが多い
ことや、お互いが協力して行
うことが重要であることを
全体で確認する。 

 
◎家事・育児について男女格差

をなくし、協力して取り組む
ことを実践するよう伝える。 

 
・こどもの成長への喜びなども

最後に伝える。 
 

・ワークシート
① 

このような特性のある児童生徒、いませんか？ 

【先を見通せない・やるべきことになかなか取り組めない】 

学習課題を、カード
や板書、分かりやすい
言葉で伝えて、活動の
見通しをもてるように
しましょう。 

「考える」「書く」
「話し合う」などの活
動内容と時間をはっき
り伝えましょう。 

意見を書くカードや
タブレット、ホワイト
ボードなどがあると良
いですね。 

まず、教師が生徒の
考えを積極的に認める
ことで、互いの考えを
認め合えるような雰囲
気作りをしましょう。 

 家事・育児の分担を
見直すことをとおし
て、よりよい家庭生活
について考えよう。 
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「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
か
ら
、
男
女
の
家
事
・
育
児
の
分
担
を
考
え
よ
う
」

 
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①

 
（

 
 

 
）

年
（

 
 

 
）

組
 

 

氏
名

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

   
…

と
あ

る
夫

婦
に

赤
ち

ゃ
ん

が
生

ま
れ

ま
し

た
。

 

 
さ

て
、

夫
婦

の
お

互
い

の
両

親
は

遠
く

に
お

り
、

赤
ち

ゃ
ん

の
お

世
話

を
夫

婦
２

人
で

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。 

 
赤

ち
ゃ

ん
と

の
生

活
は

２
人

と
も

初
め

て
！

さ
て

、
ど

う
や

っ
て

お
世

話
し

た
ら

い
い

だ
ろ

う
？

 

 
赤

ち
ゃ

ん
と

の
生

活
は

、
大

人
の

生
活

と
ま

る
で

違
う

。
 

赤
ち

ゃ
ん

は
１

日
寝

て
る

ん
だ

し
、

お
世

話
な

ん
て

楽
勝

っ
て

思
っ

て
な

い
？

 

 
パ

パ
は

男
だ

し
、

家
事

育
児

は
女

の
仕

事
だ

ろ
？

お
世

話
は

全
部

マ
マ

が
や

れ
ば

い
い

。
 

 
そ

ん
な

考
え

を
持

っ
て

い
ま

せ
ん

か
？

 

マ
マ

は
赤

ち
ゃ

ん
の

慣
れ

な
い

お
世

話
と

共
に

、
２

人
の

食
事

の
用

意
に

洗
濯

や
買

い
物

な
ど

寝
る

時
間

も
惜

し
ん

で
家

事
育

児
。

 

 
そ

れ
っ

て
い

い
の

か
な

？
女

だ
か

ら
っ

て
全

部
マ

マ
に

押
し

つ
け

る
の

は
ど

う
な

ん
だ

ろ
う

？
 

 《
赤

ち
ゃ

ん
（

新
生

児
）

の
１

日
の

生
活

》
 

問
１

 赤
ち

ゃ
ん

が
泣

い
て

る
よ

。
泣

い
て

い
る

理
由

か
ら

、
何

を
し

た
ら

泣
き

止
む

か
語

群
か

ら
選

ん
で

書
い

て
み

よ
う

。
 

              
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
用
語
説
明
：
あ
や
す

 
赤
ち
ゃ
ん
や
幼
児
の
機
嫌
良
く
な
る
よ
う
に
、
う
ま
く
な
だ
め
る
こ
と

 

       問
２

 
赤

ち
ゃ

ん
と

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

を
見

て
、

夫
婦

の
ど

ち
ら

が
お

世
話

を
担

当
す

る
か

、
生

活
行

為

（
家

事
や

睡
眠

な
ど

）
は

ど
ち

ら
が

行
う

か
を

考
え

よ
う

。
そ

の
と

き
に

、
赤

ち
ゃ

ん
を

産
ん

だ
後

の
マ

マ
（

女

性
）

の
体

が
ど

の
よ

う
な

状
態

か
を

考
え

た
上

で
、

担
当

を
考

え
て

み
よ

う
。

 

 《
産

後
の

母
親

の
体

の
状

態
》

 

 
 

 
・

情
緒

不
安

定
 

（
急

激
な

ホ
ル

モ
ン

バ
ラ

ン
ス

の
乱

れ
 

→
泣

き
た

く
な

る
・

イ
ラ

イ
ラ

・
気

分
の

落
ち

込
み

・
不

安
 

 
→

産
後

ブ
ル

ー
や

産
後

う
つ

）
 

 
 

 
・

睡
眠

不
足

（
夜

間
授

乳
）

 
 

 
・

疲
労

感
（

慣
れ

な
い

育
児

）
 

 
 

 
・

出
産

に
よ

る
傷

に
痛

み
 

（
会

陰
の

傷
の

痛
み

・
帝

王
切

開
に

よ
る

術
後

の
痛

み
・

子
宮

が
元

に
戻

ろ
う

と
す

る
痛

み
な

ど
） 

 
 

 
・

出
血

（
悪

露
：

産
後

し
ば

ら
く

は
出

血
が

多
く

、
徐

々
に

減
る

）
 

 
 

 
 

・
足

の
む

く
み

 

 
 

 
 

・
便

秘
に

な
り

や
す

い
、

排
尿

し
に

く
い

 

 
 

 
 

・
胸

の
張

り
 

（
母

乳
が

出
始

め
る

頃
に

、
胸

が
重

た
く

な
り

、
張

る
と

痛
み

を
伴

う
こ

と
も

あ
る

）
 

 

問
３

 
赤

ち
ゃ

ん
の

生
活

に
合

わ
せ

て
、

い
つ

誰
が

赤
ち

ゃ
ん

の
世

話
を

す
る

か
、

自
分

た
ち

の
生

活
行

為
は

 

ど
う

す
る

か
を

２
人

で
考

え
て

語
群

か
ら

言
葉

を
選

ん
で

表
に

書
き

入
れ

て
み

よ
う

。
 

で
き

あ
が

っ
た

ら
見

直
し

て
ど

ち
ら

か
に

偏
っ

て
い

な
い

か
、

偏
っ

て
い

た
場

合
、

ど
こ

を
改

善
す

れ
ば

 

い
い

か
を

考
え

て
書

き
直

し
て

み
よ

う
。

 

 

問
４

 
赤

ち
ゃ

ん
の

お
世

話
を

考
え

た
こ

と
か

ら
、

感
じ

た
こ

と
や

考
え

た
こ

と
、

こ
れ

か
ら

の
自

分
の

生
活

 

に
生

か
し

て
い

き
た

い
こ

と
を

書
い

て
み

よ
う

。
 

赤
ち

ゃ
ん

の
お

世
話

、
誰

が
す

る
！

？
 

よ
り

よ
い

家
事

・
育

児
の

分
担

を
考

え
よ

う
！

 

―
家

事
・

育
児

の
分

担
か

ら
、

女
性

の
人

権
を

考
え

る
－

 

 

 

 

 

 

 

 

お
な

か
が

す
い

た
 

ね
む

い
 

ぐ
ず

る
 

（
泣

く
・

グ
ズ

グ
ズ

・
機

嫌
悪

い
）
 

お
む

つ
が

ぬ
れ

て
い

る
 

（
う

ん
ち

・
お

し
っ

こ
出

た
）
 

 
目

が
さ

め
た

（
覚

醒
） 

お
風

呂
に

入
る

 
【

語
群

】
 

 
授

乳
 

 
お

む
つ

替
え

 
 

沐
浴

も
く

よ
く

 
 

抱
っ

こ
 

 
 

あ
や

す
 

 
 

あ
や

す
・

抱
っ

こ
 

 
あ

や
す

・
歌

う
 

 

参
考
：
新
生
児
（
誕
生
～
生
後
１
ヶ
月
）
の
生
活
・
め
や
す
（
１
日
あ
た
り
）

 

 
 

 
 

 
 
・
睡
眠
時
間
（
合
計
）：

１
２
～
１
７
時
間

 
※
２
～
３
時
間
お
き
に
起
き
る
よ
！

 

 
 

 
 

 
 
・
授
乳

 
 

 
 

 
：
８
～
１
２
回
（
２
～
３
時
間
に
１
回
）

 

 
 

 
 

 
 
・
お
む
つ
替
え

 
 
：
８
～
１
２
回
（
２
～
３
時
間
に
１
回
）

 

・
お
し
っ
こ
の
回
数
：
１
５
～
２
０
回

 
 

 
・
う
ん
ち
の
回
数

 
：
２
～
１
０
回

 

 
 

 
 

 
 
・
沐
浴

 
 

 
 

 
：
１
回

 

今
回

は
、

我
が

家
に

赤
ち

ゃ
ん

（
新

生
児

：
誕

生
～

生
後

１
ヶ

月
）

が
や

っ
て

き
た

と
想

定
し

て
、

２
人

１
組

に
な

っ
て

赤
ち

ゃ
ん

の
お

世
話

（
育

児
）

を
す

る
こ

と
、

そ
の

と
き

の
生

活
行

為
（

家
事

）
は

ど
ち

ら
が

行
う

か
、

考
え

て
み

ま
し

ょ
う

！
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「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
か
ら
、
男
女
の
家
事
・
育
児
の
分
担
を
考
え
よ
う
」
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
）
年
　
（
　
　
　
）
組
　
　
　
氏
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
、
誰
が
す
る
!？

場
面
設
定

赤
ち
ゃ
ん
は
生
後
１
４
日
、
父
親
・
母
親
と
も
に
育
児
休
業
中
。

赤
ち
ゃ
ん
の
一
日
（
例
）

二
人
で
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
と
自
分
た
ち
の
生
活
行
為
を
行
う
。
誰
が
、
い
つ
、
何
を
す
る
？

午 前 午 後

１
２
時

２
４
時

赤 ち ゃ ん パ パ マ マ 赤 ち ゃ ん パ パ マ マ

睡 眠

睡 眠

睡 眠 ・ 覚 醒

泣 く

( お し っ こ )

泣 く

( お な か

　 す い た )

０
時

睡 眠

睡 眠 ・ 覚 醒

泣 く

（ う ん ち ・

お し っ こ ）

泣 く

( お な か

　 す い た )

ぐ ず る

１
２
時 泣 く

( お な か

　 す い た )

９
時

１
０
時

１
時

２
時

泣 く

（ う ん ち ・

お し っ こ ）

睡 眠

睡 眠 ・ 覚 醒

泣 く

お し っ こ

泣 く

( お な か

　 す い た )

睡 眠

睡 眠 ・ 覚 醒

睡 眠

睡 眠

１
１
時

６
時

７
時

８
時

３
時

４
時

５
時

睡 眠

ぐ ず る

泣 く

（ う ん ち ・

お し っ こ ）

１
３
時

１
４
時

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

１
８
時

１
９
時

２
０
時

１
５
時

１
６
時

１
７
時

泣 く

( お な か

　 す い た )

睡 眠

睡 眠

睡 眠 ・ 覚 醒

２
１
時

２
２
時

２
３
時

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

睡 眠

睡 眠 ・ 覚 醒

泣 く

（ う ん ち ・

お し っ こ ）

泣 く

( お な か

　 す い た )

覚 醒

覚 醒

沐 浴

泣 く

( お な か

　 す い た )

泣 く

（ う ん ち ・

お し っ こ ）

睡 眠

睡 眠

睡 眠

ぐ ず る

睡 眠

睡 眠

睡 眠 ・ 覚 醒

泣 く

（ う ん ち ・

お し っ こ ）

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

ぐ ず る

泣 く

( お な か

　 す い た )

睡 眠

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

覚 醒

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )

( 　 　 )
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本時の目標 

生かしたい児童 

人権教育の視点 

指導事例の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人権課題） 

こども 
こどもの人権について学ぼう 

 特別支援学校に通うこどもたちは、生活経験の不足や、関わる人が限定的になりやすいことから、権

利について意識する機会はあまりありません。しかし、こどもたちが社会に出ることを考えたとき、「自

分の権利を守ること」「他者と良好な人間関係を築くこと」は自立と社会参加のために必要です。 

今回の授業では、「こどもの権利」について知り、自分にとって大切なものを 10個並べ、友達と意見

交換するという活動をとおして、児童自身の人権の大切さに気付くとともに、自他の意見の違いに気付

き、それらを尊重することで、よりよい人権関係を醸成する機会としていきます。 

・ 「こどもの権利」について知り、自分にとって大切なものを考えてランキングを作り、友達と意見

交換することをとおして、自分のもっている権利に気付き、大切にしようという意識を高めるとと

もに、自分の意見とは違う友達の意見も尊重し、他者の権利も守ろうとする力を養う。 

 

・ 自分自身が大切な存在であるという感情を育むとともに、友達の意見が様々であることを知ること

で、自分と同じように友達の個性も大切にし、よりよい人間関係をつくろうとする態度を育てる。 

（実践力） 

 

 

 

・ 小学６年、通常学級に在籍する児童 A は視覚障害を有する全盲の児童である。自分の意見を発表

したり、友達に自分の気持ちを伝えたりすることには慎重で、なかなか伝えられない傾向はあるが、

相手を気遣った言葉掛けをすることができる。今回の授業では、この児童のよさを取り上げ、温かい

言葉を掛け合うことで、よりよい人間関係をつくろうとする意識を高めさせたい。 

 

今回は「こどもの権利」についての理解を深め、どの権利も大切であること、自分も友達も大切

な存在であることについて気付き、身近な人との人間関係を醸成する態度を育てます。 

さらに次の発達段階である中学生の目標につなげていくために、「戦争」や「暴力」といった人権

侵害の内容についても触れることで、他者の気持ちを想像する感受性を養うとともに、人権の意義

に気付き、人権が尊重された社会の大切さについて意識できるようにしていきます。 

人権教育の目標を踏まえた次の発達段階につなげるポイント 
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展 開 

特別支援教育の視点を

踏まえた支援 

補助教材・補助資料等 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学習活動 

・指導上の留意点 

◎人権教育上の配慮 
資料・準備物 

導

入 

１  学習内容を確認す
る。 

 
 

・学習内容について確認し、分か
りやすく説明する。 

 
◎温かな雰囲気を作れるよう、
児童の発言にフィードバック
を行う。 

・PC 
・モニター 
 

展

開 

２ 「子どもの権利条約」
から、児童にとって考
えやすいものを 10 個
取り上げ、自分にとっ
て大切だと思う順に並
び替えを行う。 

 
※10 個の権利に関して
は実態に応じて内容や
個数を検討する。 

 
３ 互いのランキングを
発表し合い、比較する。 

 
 
 
 
４ 友達の考えたランキ
ングを参考に自分のラ
ンキングを見直し、自
他の大切な権利を守る
ためにどのようにして
いく必要があるか考え
る。 

・児童にとって身近なものを 10
個選んで取り上げて示す。 

 
・具体的な内容を説明する中で、
自分に置き換えて考えられる
ように丁寧に説明する。 

 
・じっくり考える時間を設け、自
分なりに納得したランキング
を作れるようにする。 

 
◎ほかの人の意見も聞くことが
できるように配慮する。 

・自分の考えたものと比較でき
るよう、友達のランキングの
カードも並べておく。 

 
・友達とランキングの理由につ
いて話し合うことで、自分と
違う考え方があること、それ
ぞれに大切にしたいことがあ
ることを知ることができるよ
うにする。 

・「戦争」や「暴力」などは身近
でないことが考えられるが、
身近にある子どもたちも世界
にはいることに触れ、それら
の子の気持ちを想像する機会
をもつ。 

◎よりよい人間関係を築こうと
する気持ちを高めるために、
それぞれの意見を褒めたり、
互いの意見を認め合ったりさ
せる。（実践力） 

 

・「子どもの権
利条約」カ
ード×人数 

 
 
 
 
 
 
 
 
・筆記用具（点
字盤等） 

ふ
り
か
え
り 

５ 意見を発表し合う。 
 
 
 
 

・十分に考える時間をもたせ、自
分の言葉で考えを表現できる
ようにする。 

◎友達の考えを聞くことで、自
分の考えを深められるように
する。 

 

このような特性のある児童生徒、いませんか？ 

【視覚や見え方に障害がある・読み書きに困難を感じる】 

情報保障 
 
友達の発言につい

て、必要に応じて言
葉で補足説明をしま
しょう。 

見え方に応じた支援 
 
・使いやすいカード
（拡大文字・UDフ    
ォント・白黒反
転・点字等） 

・児童の人数分のカ
ードの準備 

読むことの負担軽減 
 
使用するカードは

項目だけ（イ、生き
る権利等）にすると
負担軽減につながり
ますね。 

日本ユニセフ協会抄訳  「読んでみよう！『子どもの権利条約』 第１～40条」 

 「ランキングを比較
しながらお互いの権
利を大切にする行動
を考えよう。」 
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令和７(2025)年度人権に関する作品コンクール  
イラストの部  入賞作品  
『どこまでも輝くもの』  

県立足利工業高等学校  鈴木  悠奈 さん 
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本時の目標 

生かしたい生徒 

指導事例の説明 

人権教育の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 部落差別（同和問題）が起きた歴史的過程を知り、差別を受けてきた人々の心情や立場を共感的に

理解することができる。（感受性） 

 

「学級内で起きた部落差別（同和問題）」及び「インターネットにおける部落差別（同和問題）」

の２つのエピソードから、部落差別（同和問題）への共感的理解を深めます。次の発達段階である

成人の目標につなげていくために、グループで出された意見について話し合うことをとおして部落

差別（同和問題）の解消に向けての考えを深め、生徒一人一人が社会を担う当事者として主体的に

人権尊重社会を築くための人権感覚を養います。 

（人権課題） 

部落差別（同和問題） 
部落差別（同和問題）への理解を深めよう 

スマートフォンの普及により情報の拡散力が増大し、インターネット上の人権侵害が深刻化して

います。部落差別（同和問題）においても、インターネット上において特定の地域が同和地区である

と指摘する情報の流布により、差別や偏見、誹謗中傷等に発展し、人権侵害に当たる事案が散見され

ています。このような差別や偏見をなくすために、生徒一人一人が部落差別（同和問題）について正

しく理解することが大切です。 

本事例は、学習教材「人権の窓」（デジタル版）を活用しながら部落差別（同和問題）の歴史的背

景や今なお残る心理的差別や偏見について学び、人権が尊重される社会の実現に向け、主体的に行

動をしていく態度を育成する内容になっています。 

人権教育の目標を踏まえた次の発達段階につなげるポイント 

・ 部落差別（同和問題）が起きた歴史的過程を知り、差別や偏見のない社会の実現に向けて、主体的

に考えることができる。 

 

 

 

・ 生徒Ａは、困っている人に自分から声を掛けたり、悩んでいる友達に寄り添ったりすることができ

る。当事者が体験したエピソードについて考える場面で、生徒Ａの意見を取り上げて全体で共有し、

学級全体での話合いを深めさせたい。 
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展 開 特別支援教育の視点を

踏まえた支援 

 

 

 

  

※H28 部落差別解消の推進に関する法律 
 R６ 情報流通プラットフォーム対処法 
 
 

 
学習活動 

・指導上の留意点 

◎人権教育上の配慮 
資料・準備物 

導

入 

１ 「人権の窓」【部落差
別（同和問題）を考え
る】から、部落差別の
起こり、歴史的背景を
知る。 

 
２ 部落差別（同和問題）

における心理的差別に
ついて知る。 

 
３  学習課題を確認す

る。 

◎４人程度のグループを作り、
話しやすい雰囲気づくりを
行う。 

 
 
 
・必要に応じて、学習教材「人

権の窓」を活用する。 
【全国水平社】 
【医学の発展に貢献した人々】 
【渋染一揆】 

・人権の窓【戦後の取組スライ
ド 10】を使い、部落差別（同
和問題）の今なお残る心理的
差別について、説明する。 

 

 
 
 
 
 
 
・「人権の窓」部

落差別（同和
問題）編 

展

開 

４ エピソード１から考
える。 

(1)エピソード１を聞く。 
(2)感想を発表する。 
 
 
 
５ エピソード２（ワー

クシートに示されたエ
ピソード）から考える。
（設問１） 

(1)エピソード２を読む。 
 
(2)問題点を考えて記入

する。 
 
(3)グループ内で話し合

い、意見を発表する。 
 
(4)他のグループの意見

や、それを聞いた感想
をまとめる。 

◎意図をもって指名する。相手
の立場を踏まえた感想を取
り上げることで、相手の立場
に立ったり、自分のこととし
て考えさせたりする。（感受
性） 

 
◎グループ内の特定の人だけ

ではなく、グループ全員が話
合いに参加できるように声
かけを行う。 

・インターネット上で部落差別
を受けた当事者の体験をと
おし、理不尽な差別に触れ
る。（結婚が破談になる・就職
できないなど） 

◎他のグループの多様な見方
を尊重して聞き、気付いた点
をワークシートにまとめさ
せる。 

・ワークシート 
（設問１） 

ふ

り

か

え

り 

６ 人権が尊重された社
会を実現するために、
差別や偏見をどのよう
に解消していくかにつ
いて考える。 

 

・他のグループの生徒の発表を
踏まえ、人権が尊重された社
会の実現に向けて、今後でき
ることを考える時間を確保
する。 

・グループで意見を共有する。 
・エピソード２の後日談を語

り、様々な法整備※によって
差別解消に向かって社会は
動いていることを確認する。 

・ワークシート 

（設問２） 

このような特性のある児童生徒、いませんか？ 

【物事に集中できない。自分の意見が言えない】 

話合いのテーマを
分かりやすく提示しま
しょう。 

意見を伝えられる
ように、「賛成」「反
対」「その他」など手
掛かりになるカード
があると良いです
ね。 

まとめ方として 
・ワークシートへの

記入 
・タブレットへの入

力 
・付箋などの活用 

など選択肢があっ
てもよいですね。 

他のグループの意
見に対するリアクシ
ョンカード（いい
ね、すごい、質問
…）などがあると分
かりやすいですね。 

みんなの意見を、
モニターやタブレッ
ト、ホワイトボード
などに視覚的に分か
りやすく示して共有
しましょう。 

学習の目的、本時
のテーマと活動内容
を分かりやすく提示
しましょう。 

「２つのエピソード
をとおして差別解消
に向けた具体的な行
動を考えよう。」 
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補助教材・補助資料等 
 
 
 
・「人権の窓」部落差別（同和問題）編 ［戦後の取組］ 
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・エピソード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【エピソード１】学級内で起きた部落差別（同和問題）の例 

※授業者が読んで聞かせる。エピソードの内容は適宜変更して良い。 

 

ある学校で、A さんは大きなトラブルはなく良好な友人関係を築けていたが、周囲から急に距離を置

かれるようになった。以前よりも声をかけられることが減り、グループ活動にも誘われなくなった。何

か友人たちの嫌がることをしてしまったのかと不安に思った A さんは、距離を置かれている理由を尋

ねた。友人たちからは、「A さんは被差別部落出身だから関わらないほうがいいって親に言われた」「被

差別部落は怖いところだと聞いた」「昔からそう言われているから」と言われた。 

 

 

後日談 ※エピソード１についての感想を学級全体で共有したあと（展開３の最後）に伝える。 

学級担任が A さんとその友人らの様子がおかしいことに気付き、聞き取りをした結果、友人らの行

為が部落差別（同和問題）であると考え、学級全体で部落差別（同和問題）について話をした。授業の

後、友人らは「事実ではない情報や過去の言い伝えを信じてしまい、悪いことだとは思わずに A さんを

避ける態度をとってしまった」「親が言っていることが正しいと思い込んでしまった」「A さんが悪いわ

けではないのに、避けるような態度をとってしまい悪いことをしてしまった」と、自分たちが無意識に

行ってしまった差別に気付くことができ、その後 A さんとの関係は良好になった。 

【エピソード２】インターネット上の部落差別（同和問題）の後日談の例 

※授業者が読んで聞かせる。エピソードの内容は適宜変更して良い。 

 

 C さんの父親と祖父母は、C さんから説得されて「部落差別（同和問題）を知ろう」という研修会に

参加した。研修会では、部落差別の歴史的過程や、今なお残る心理的差別、そして「部落差別解消法」

について知った。そこで初めて、C さんの父親と祖父母は、B さんに対して人権侵害をしてしまってい

たことに気が付いた。改めて B さんに会い、被差別部落出身かどうかではなく B さんの人柄に目を向

けて接することができ、その結果 B さんとの結婚を心から祝福した。 
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部落差別（同和問題）への理解を深めよう ワークシート 

                                          

   年  組   番   氏名（            ）            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問１ インターネット上における部落差別（同和問題）についてのエピソードを読んで、次の３人の

立場に立って考え、それぞれの思いや問題点を考えてまとめてみましょう。 

 Ｂさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃさんの父親 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エピソード２】 

ＢさんはＣさんと婚約していた。ある日、インターネット上にＢさんが住んでいる地域は被差別部落

（同和地区）であるという書き込みが行われた。自分が被差別部落出身だと伝えていなかったＢさん

は、急いでＣさんにこのことを伝えた。Ｃさんは、「それは関係ない。Ｂさんと結婚したい。」と理解を

示した。Ｃさんの母親と妹は、「Ｂさんがどこの出身であるかは関係ない」として結婚に賛成している

ものの、この書き込みを見たＣさんの父親と祖父母は結婚に反対している。 
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■設問２ 他のグループの意見を聞いて、考えたこと・感じたことをまとめてみましょう。 

    （部落差別｟同和問題｠をなくすために努力していきたいことや、インターネット上で人権侵害

をしないために気を付けていきたいこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇まとめ 

人権が尊重された社会の実現に向け、あなたはどのように行動していくか、考えをまとめてみましょう。 
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本時の目標 

生かしたい生徒 

人権教育の視点 

指導事例の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事例の活動をとおして、性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性への理解を深め、

生徒一人一人の人権意識を高めます。さらに、次の発達段階である成人の目標につなげていくため

に、当事者の悩みを全員で共有し、多様性が認められる社会をつくるために必要なことを考える活

動をとおして、全ての国民が互いを尊重しながら共生する社会を作っていくことの必要性や意義に

対する理解を深めていきます。 

（人権課題） 

性的マイノリティの

人々 

多様な性について考えよう 

令和５年６月、性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に寛容な社会の実現に資する

ことを目的として、「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進

に関する法律」（以下「理解増進法」）が成立し、施行されました。この理解増進法では、全ての人が

かけがえのない個人として尊重され、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会を目指し、

多様な人々と協働することが求められています。本事例は、動画を通じて性に悩む登場人物やその

周囲の人物の悩みや気持ちを考えることで、多様な性が認められる社会を築こうとする生徒の育成

を図ります。 

人権教育の目標を踏まえた次の発達段階につなげるポイント 

・ 性は多様であることや、自分とは異なる「他者」を理解しようとする態度を身に付けることで、よ

り良い社会を築くための実践ができるようにする。 

・ 性は多様であることを理解することで、互いを尊重し合う人間関係を築くことができる。（技能） 

・ 生徒 A は、自分の考えをはっきりと述べたり、教師や友達の発言に素直に耳を傾けたりすること

ができる。話合いの場で生徒 A の意見を取り上げ、人間関係を築くための技能を身に付けさせたい。 
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補助教材・補助資料等 

特別支援教育の視点を

踏まえた支援 

展 開 
 

 

  

 
 
 
・動画 「あなたが あなたらしく生きるために 性的マイノリティと人権」 

https://www.youtube.com/watch?v=G9DhghaAxlo 

 
学習活動 

・指導上の留意点 

◎人権教育上の配慮 
資料・準備物 

導

入 

１ 性の多様性を知り、
感じたことを発表す
る。 

 
 
 
２ ワークシート【活動

１】に取り組むととも
に、本時の目標を確認
する。 

 

◎性は多様で、全ての人に性的
指向やジェンダーアイデン
ティティの要素があること
を説明することで、性を自分
ごととして捉えさせる。 

 
・生徒の性について個人のプラ

イバシーを侵害（アウティン
グ）することのないよう十分
に配慮する。 

 
 
 
 

・ワークシート 
・ＰＣ 
・電子黒板 
 

展

開 

３ 性の多様性に関する
基本的な事項を学習す
る。 

 
 
４ 動画（チャプター２）

を視聴し、ワークシー
ト【活動２】に取り組
む。 
(1)それぞれの立場で

気持ちを想像し、ワ
ークシートに記入す
る。 

 
(2)ペアになり、互いの

考えを発表し合う。 
 

(3)ペアの意見をクラ
ス全体に向けて発表
する。 

 
 
 
５ ワークシート【活動

３】に取り組み、性の
多様性が認められる社
会にするために必要な
ことを考える。  
(1)個人で考えてまと

める。 
 

(2)発表して共有する。 

・生徒が理解できているか、丁
寧に確認しながら説明する。
一方的な講義にならないよ
う留意する。 

 
・以前は「性同一性障害」（精神

疾患）であったが、現在は「性
別不合」（精神疾患ではない
分類）であることに触れる。 

・個人で考えを深めてから、ペ
アで話し合うよう促す。 

・「自分が当事者だったらどの
ような思いか」「周りにどの
ように行動してほしいか」な
どの視点を提示し、自分ごと
として考えられるようにす
る。 

◎クラス全体に発表する際は、
他者の立場を尊重できてい
るペアの意見を取り上げる
とともに、多様な意見を認
め、受け入れるような雰囲気
づくりに努める。 

◎自分ならどのように対応す
るか具体的に考えることに
よって、互いを尊重し合う人
間関係を築けるようにする。
（技能） 

・資料プリント 
 
 
 
 
・ワークシート 
 
・映像資料  

ふ
り
か
え
り 

６ 本日のふりかえり ・教師の説明を聞き、自分とは
異なる「他者」に共感し、よ
りよい社会を築いていこう
とする意欲を高めさせる。 

 

・ワークシート 

このような特性のある児童生徒、いませんか？ 

【考えたことや思ったことをすぐに口に出してしまう】 

 

活動内容を分かりや
すく提示し、見通しを
もてるようにしましょ
う。 

（例） 

１ 説明を聞く 

２ 目標を知る 

３ 性の多様性について

知る 

４ 動画を見る 

５ 意見交換・発表 

６ まとめ・振り返り 

ルールを提示し、必
要に応じて個別に確認
しましょう。 

（例） 

・友達の意見を最後ま

で聞く。 

・相手の気持ちを考え

て発言する。 

・相手を尊重した丁寧

な言葉遣いをする。 

互いの考えを認め合
えるような雰囲気作り
をしましょう。 

「多様な性を理解し、
自分とは違う『他者』
を理解しよう。」 
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多様な性について考えよう ワークシート 

    年    組    番   氏名                         

【本日の目標】 

 多様な性を理解し、自分とは違う「他者」を理解しよう。 

 

【本日の活動】 

１．自分の「性別」を心の中で考えよう 

２．動画を見て登場人物の気持ちを考えよう 

自分が陽菜、奈々の立場になったと仮定して、次のことについて考えてみよう。 

★陽菜（主人公） 

①何に悩んでいるのか②周りの人の言動のどんな点が気になるのかの２点について考えてみよう。 

 

 

 

 

★奈々（親友） 

この動画の後に陽菜が悩みを打ち明けてくれたとしたら、どのような行動を取るべきか考えてみよう。 

 

 

 

 

３．性の多様性が認められる社会にするために必要なことを考えよう。 

★性の悩みがある人が身近にいるとしたら、気を付けなければならない言動を考えて、具体的に記入しよう。 

 

 

 

 

★性の悩みを身近な人から打ち明けられた時にどのような言葉かけを行うか考えて、具体的に記入しよう。 

 

 

 

 

★性の多様性が認められる社会にするためにどのような心掛けをもつべきか考えて、具体的に記入しよう。 
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様々な性の在り方がある中で、性的マイノリティの人々（人口に占める割合が少ない人々）をＬＧＢＴと呼

んだり、これにＱｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇ【クエスチョニング】とQueer【クィア】（自分の性について疑問をもっていたり

決めつけたりしたくない人）のＱを加えてＬＧＢＴＱ、LGBTQ＋と呼んだりすることもある。 

 

※Ｌ…Ｌｅｓｂｉａｎ（レズビアン） 

    心の性が女性であり、恋愛対象が女性。 

※Ｇ…Ｇａｙ（ゲイ） 

    心の性が男性であり、恋愛対象が男性。 

※Ｂ…Ｂｉｓｅｘｕａｌ（バイセクシュアル） 

    心の性を問わず、恋愛対象が女性にも男性にも向いている。 

 

※Ｔ…Ｔｒａｎｓｇender（トランスジェンダー） 

    出生時に割り当てられた性別に違和感をもち、 

別の性別で生きている、または生きたいと望む人。 

 

 

多様な性について考えよう 資料プリント 

  年  組   番 氏名                  

１．多様な性 
 ある一人の人間の「性」とは、以下の４つが主要な構成要素となっていると考えられている。 

 

 

①身体の性（ＳＥＸ） 

→性染色体（X、Ｙ）に基づく生物学的な性（＝身体的性別）のこと。 

②性的指向（Ｓｅｘｕａｌ Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ＝ＳＯ） 

 →「好きになる相手の性別」とも呼ばれ、どのような性別の人を恋愛対象とするのかを示すもの。 

③心の性（Ｇｅｎｄｅｒ Ｉｄｅｎｔｉｔｙ＝ＧＩ） 

 →自分の性をどのように認識しているかを示すもの。 

④表現したい性（Gender Expression） 

→自分の性をどのように表現するのかを示すもの。（例：髪型や服装などのファッション） 

 

なかでも網掛けで示した②性的指向（ＳＯ）と③心の性（ＧＩ）は併せて「ＳＯＧＩ」（ソジ）と呼ばれ、私たち一

人一人の性の在り方を指し、一人一人が当事者であるという極めて重要な概念と言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．性的マイノリティの人々が抱えてしまう困難 

周囲の無理解が当事者を傷つけてしまうことがあるのはもちろんのこと、当事者を思いやったはずの行動がか

えって彼らを悩ませてしまうことがある。 

・学校でのからかい 家族との衝突  職場でのハラスメント  就職活動でのリスク  老後の不安など 

・カミングアウトとアウティング 

     カミングアウトとは、人に知られていない「性的指向」や「心の性」を他人に打ち明けること。他人に促

されたり強要されたりして行うものではない。 

     アウティングとは、本人の了承を得ずにその人の心の性、性的指向を第三者に暴露してしまうこと。 

絶対にやってはならない行動である。 

特に性的指向（SO）
に関係する 

特に心の性（GI）に
関係する 

②③④を考える SOGI メーター 
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令和７(2025)年度人権に関する作品コンクール  
イラストの部  入賞作品  
『どこまでも輝くもの』  

小山市立桑中学校  丹羽 泉葵 さん  

- 86 -


